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2003年 2004年 2005年 2006年 07年1-9月 2007年1Q 2Q 3Q 8月 9月
GDP成長率（対前年比：％） 5.5 10.7 7.1 8.6 - - - - - -
産業生産額（対前年同期比：％） 6.0 10.5 ▲ 4.2 9.1 14.1 11.2 14.8 16.0 5.7 18.1
消費者物価上昇率（対前年同期末比：％） 4.7 11.0 9.5 6.0 13.2 2.2 6.3 13.2 11.3 13.2
登録失業者（千人） 33.3 35.6 32.9 32.9 32.3 32.2 31.8 32.3 32.3 32.3
対ドル為替レート（トゥグルグ） 1,168 1,209 1,221 1,165 1,184 1,165 1,164 1,184 1,187 1,184
貿易収支（百万USドル） ▲ 185.1 ▲ 151.4 ▲ 119.4 57.2 ▲ 162.5 22.1 ▲ 54.3 ▲ 130.5 ▲ 33.2 ▲ 46.7
　輸出（百万USドル） 616 870 1,065 1,543 1,300 371 465 463 166 156
　輸入（百万USドル） 801 1,021 1,184 1,486 1,462 349 519 594 199 203
国家財政収支（十億トゥグルグ） ▲ 61.9 ▲ 16.4 73.3 124.5 357.7 72.7 25.2 259.8 91.1 146.4
国内貨物輸送（百万トンキロ） 7,504 9,169 10,267 9,693 7,135 2,385 2,297 2,454 - -
国内鉄道貨物輸送（百万トンキロ） 7,253 8,878 9,948 9,226 6,228 2,199 2,072 1,957 631 675
成畜死亡数（千頭） 1,324 292 677 476 211 47 134 30 - -

（注）為替レート、登録失業者数は期末値。
（出所）　モンゴル国家統計局「モンゴル統計年鑑」、「モンゴル統計月報」各号 ほか

モンゴル

　2007年１－９月のモンゴルの主要マクロ経済指標は、

１－６月と比べ概ね良好となっているが、前年同期と比較

した場合、項目によって好不調が見られる。産業生産額は

増加傾向を９カ月間継続している。国家財政収支も３四半

期連続で黒字となっている。失業関連の指標も安定してい

る。しかしインフレ率は第３四半期に前期の２倍以上に上

昇している。為替レートはトゥグルグが下落しはじめ、貿

易収支の赤字は拡大している。

国家財政

　１－９月の国家財政収支は3,577億トゥグルグの黒字で、

前年同期を983億トゥグルグ上回った。財政収入は１兆

2,000億トゥグルグ、財政支出は8,734億トゥグルグだった。

租税収入は全ての税目について増加している一方で、支出

額は予算を16.1％下回っている。事務用品の購入、公共交

通への補助金等を除くほとんどの項目で、実際の支出額が

予算を下回った。特に資本支出は予算を42.3％下回ってい

る。

産業部門

　産業生産額は３四半期続けて増加し、第３四半期は前年

同期比16％増となった。全ての主要部門の生産額が増加し

た。製造業の生産額が前年同期比35.6％と高い成長を記録

し、鉱業が同3.4％、エネルギー・水部門が同2.1％の伸び

となった。工業製品の総出荷額は１兆8,000億トゥグルグ

で、その68.6％が輸出向けであった。１－９月の石油の生

産高は531,300バーレルで、前年同期の2.5倍となった。同

期の石炭の生産高は580万トンで、その35.2％が輸出され

た。

外国貿易

　１－９月の貿易総額は28億ドルで、前年比28.6％の伸び

となった。このうち、輸出は同20.3％増の13億ドル、輸入

は36.9％増の15億ドルで、貿易収支は1,625万ドルの赤字と

なった。

　１－９月の輸出相手国は59カ国、そのうち中国が圧倒的

首位で輸出全体の74.5％を占め、カナダ10％、米国4.6％、

イタリア2.6％、韓国2.2％がこれに次いでいる。これらの

上位５カ国で輸出全体の94.4％を占める。品目別では銅精

鉱が輸出全体の44.8％、非貨幣用金が14.1％、亜鉛精鉱が

8.1％となった。この他の主要品目では、カシミアが

10.6％、石炭が５％、原油が2.5％、アパレル製品が0.4％、

これらの６品目で全体の85％を占めた。これは、モンゴル

の輸出の大部分が、少数の鉱産物、畜産物及びその半加工

品に依存している状況を示している。

　１－９月の輸入相手国98カ国、そのうちロシア、中国が

引き続き主要相手国でありで、それぞれ全体の34.2％、

32.1％を占めた。この他の相手国としては、日本6.2％、韓

国5.5％、ドイツ3.1％が次ぎ、これら上位５カ国で輸入全

体の81.1％を占めた。

　１－９月の石油製品の輸入は552,200トンで、輸入額は

37,180万ドル、輸入全体の24.7％となった。その93.6％は

ロシア一国からの輸入であった。

農業部門

　良好な天候に恵まれて、９月時点で1,220万頭の新生家

畜が育っている。これは前年同期を190万頭上回る数であ

る。新生家畜の生存率は98.1％となっている。

　同時に、穏やかな天候と国産農作物への需要の増加に

よって、農作物の作付面積と収穫高の増加が見られる。10

月１日時点で、穀物の収穫高は前年同期比30.8％、ジャガ

イモは同12％、野菜は同26.8％、それぞれ増加している。

また、飼料用穀物の収穫高は前年同期比31.7％増加したが、

自家製まぐさ、干草はそれぞれ、同15.2％、同14.4％減少

した。

（ERINA調査研究部研究主任　エンクバヤル・シャグダル）


